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もっとレベルの高いところでやりたかった

入りたい部活動がなかった

勉強に集中したい

学習塾に通っており部活動に参加する時間がない

知り合いがいなくて不安だった

レベルが高く不安だった

その他
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次回予告

今年度認定の地域クラブ

の活動状況について

豊中市では、部活動の地域展開を進めるにあたり、児童生徒や保護者、教員がどのような課題やニーズを抱えているの
かを把握するため、令和7年6月に市立小学校5・6年生、中学校1・2年生、その保護者及び教員を対象としたアン
ケート調査を実施しました。今回は、その結果の一部をご紹介します。いただいたご意見からは、子どもたちの多様な活
動ニーズや、現在の部活動が抱えるさまざまな課題が見えてきました。豊中市では、こうした声を大切にしながら制度
設計を進めており、今後も皆さまのご意見を参考に、より良い部活動の地域展開をめざしてまいります。

子どもたちのニーズは？

上記で引用した「部活動地域展開に関わるアンケート調査」は下記の二次元コードのリンク先より全てご確認いただけます。

今回は、教員有志が立ち上げた認定地域クラブ「TOYONO Volley 

Lab」を訪問しました。男子バレーボール部は市内17中学校のうち6校に

しかありませんが、さくら学園を拠点とするこのクラブでは、希望する部活動

が進学先にない生徒も学校の枠を超えて継続して活動できます。地域ク

ラブは、多様な活動機会を広げる新たな選択肢となっています。

（指導者）部活動の地域展開により、バレーボールをプレーする機会が減少

したり、希望してもできない生徒が出たりすることを危惧し、教員有志でクラブを

立ち上げた。現在は、様々な学校から集まった生徒たちが、普段関わることのな

い仲間と交流しながら、バレーボールを楽しんでいる。

（参加者）私の学校には男子バレーボール部がないため、バレーボールができ

る環境を求めて地域クラブに参加しています。地域クラブでは、他校の仲間と一

緒にバレーボールができるのでとても楽しいです。みんなでボールをつなぎながらプ

レーすることに、大きな魅力を感じています。

マチカネくんと行く
「とよチャレ」で育つ子どもたち

アンケート結果からは、子どもたちが活動に求めるものは一
様ではなく、「気軽に楽しみたい」「新しいことに挑戦した
い」など多様なニーズがあることが分かりました。こうした
ニーズに応えるため、地域のスポーツ・文化団体等と連携し
た部活動の地域展開を進めていきます。

〇中学生になったら、したい活動は？(回答：小学5.6年生 複数回答)

現在の部活動にない子どもたちの
ニーズ
文化：eスポーツ・プログラミング・バン
ド・演劇・琴・書道・かるた・イラスト・
ボーカル等
運動：チアダンス・弓道・相撲・アメリ
カンフットボール・フラッグフットボール・
ゴルフ・アーチェリー・器械体操・クライ
ミング・縄跳び・チアリーディング・ドッジ
ボール・ボクシング等

〇部活動に加入していない理由は？(回答：中学校1.2年生部活動未入部者)

「その他(一部抜粋)」
・毎日の学校生活だけでも疲れているので、毎日の放課後
や土日に活動する気力と体力がない。
・元々地域クラブに入っているため学校の部活動には入らな
かった。
・部活動よりも地域クラブのほうが学校外の友だちやコーチな
ど広くつながることができるから。
・学校での部活動は、もしやめようと思っても、先生や友だち
との関係からやめにくいから。

（人）
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